社-05-国-高専-問-07

 eq \o\ac(□,７)
次の文章を読み，問１から問３までの各問いに答えよ。

	日本国憲法は，基本的人権の尊重，国民主権，平和主義の三つを基本原理としている。

基本的人権については，憲法でさまざまな種類の人権を細かく規定している。憲法が制定されてから現在までに社会は大きく変化し，それに伴って，憲法にはっきりとうたわれていない新しい人権も主張されるようになった。一方で基本的人権は，生まれながらに保障されなければならないが，(1)ある人が自分の人権を主張したことにより，他の人の人権を侵害するといった人権相互にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(しょう),衝)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(とつ),突)が起きることもある。

国民主権については，大日本帝国憲法（明治憲法）下では，(2)天皇の名のもとに政府や軍部が一方的に政治を押し進めたこともあったので，日本国憲法は，政治のあり方を決めるのは国民であることにした。

平和主義については，我が国が第二次世界大戦で他の国々に多大な損害を与え，eq \o(\s\up 9(みずか),自)らも大きな被害を受けたことへの反省から，平和主義を基本原理とした。憲法では前文で日本国民の平和への決意を表明し，第９条で戦争を放棄し，戦力を保持せず，交戦権を認めないと規定している。しかし，(3)自衛隊の前身である警察予備隊の創設に伴い，それが第９条の「戦力」に当たり違憲ではないかとの議論を生み，いくつかの裁判も行われた。政府は，「自衛のための必要最小限の実力」を持つことは憲法上許され，自衛隊はこの自衛力であって戦力には当たらず，合憲であるという見解をとっている。


問１
下線部(1)に関連して，次にあげる日本国憲法に書かれた基本的人権の条文（条文によってはその一部）のうち，「プライバシーの権利（プライバシー）」と最も衝突が起きやすい人権に関する条文を，次のアからエまでの中から一つ選び，その記号を書け。

ア
すべて国民は，法のeq \o(\s\up 9(もと),下)に平等であって，人種，信条，性別，社会的身分又はeq \o(\s\up 9(もん),門)

eq \o(\s\up 9(ち),地)により，政治的，経済的又は社会的関係において，差別されない。（第14条）

イ
集会，結社eq \o(\s\up 9(およ),及)び言論，出版その他eq \o(\s\up 9(いっ),一)

eq \o(\s\up 9(さい),切)の表現の自由は，これを保障する。（第21条）

ウ
すべて国民は，健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。（第25条）

エ
eq \o(\s\up 9(なん),何)

eq \o(\s\up 9(ぴと),人)も，裁判所において裁判を受ける権利をeq \o(\s\up 9(うば),奪)はれない。（第32条）

問２
下線部(2)のようなことが再び起きないよう，日本国憲法における天皇は，政治に関する権力は認められず，国会のeq \o(\s\up 9(しょう),召)

eq \o(\s\up 9(しゅう),集)，内閣総理大臣・最高裁判所長官の任命，儀式を行うことなどの形式的・儀礼的な行為だけが認められている。天皇がこのような行為を行うに当たり，憲法ではどのようにして行うように規定されているか，次のアからエまでの中から一つ選び，その記号を書け。

ア
最高裁判所の決定に基づいて行う。

イ
天皇が独立して自らの判断に基づいて行う。

ウ
内閣の助言と承認に基づいて行う。

エ
国会の議決に基づいて行う。

問３
下線部(3)の警察予備隊が創設される直接のきっかけとなったできごとを，次のアからエまでの中から一つ選び，その記号を書け。

ア
日本がサンフランシスコ平和条約に調印した。

イ
日本が国際連合に加盟した。

ウ
中華人民共和国が成立した。

エ
朝鮮戦争が起きた。
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